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ねこのいるくらし 
おはぎ・こむぎ・ふわり・ここ・きなこ 
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【職場体験】301009 

田浦中では１年生で職場訪問学習、２年生で職場体験学習、３年生で福祉体験学習の取

組を行っています。今日は１年生の職場訪問でＪＡあしきた様と野坂の浦荘様に大変お世

話になりました。地元の子どもたちのためにということで、詳しいプレゼンテーションと

資料をご用意いただき、とてもありがたく思います。 

野坂の浦荘は田浦保育園の園児との交流会をもたれており、その時のことを覚えている

生徒も多くいました。 

学習の成果は１１月１１日（日）の文化祭で発表します。皆様ぜひご来校ください。 

朝夕、肌寒くなってきました。「寒いのは嫌だ。」「朝起きるのがつらくなる。」という人

もいることでしょう。 

私は「チャオちゅ～る」をやるとき以外は呼んで

も来ない猫たちに、「犬ならとうに来とるぞ。」と嘆

く日々ですが、寒くなるに連れ、だんだん布団の近

くで寝るようになってきました。中に入ってくる至

福の季節はもうすぐです。どんな場合でも、何か楽

しみは見つけられるものですね。（Ｈ） 

 

【ニャルソック１】301022 

家には、「おはぎ（黒）」と「ふわり（八割れ）」という２匹のネコがいます。 

少し寒くなってきたので、息子が膝にブランケットをかけて座椅子に座っていると、

「こたつだにゃあ！こたつだにゃあ！」という表情で、おはぎが潜り込んできました。し

かし、すぐに「違うにゃあ！」という表情で出ていきました。しばらくすると、また「こ

たつだにゃあ！こたつだにゃあ！」と潜り込み、「違うにゃあ！」と出ていきました。 

大変申し訳ございませんでした。早急にこたつを準備させていただきます。 

夜になり寝ようとすると、おはぎは布団の上に、ふわりは枕元にいます。飼い猫のオス

は特に「赤ちゃんモード」になりやすく、親といるような安心した気分だそうです。 

親モードで、無防備で寝ているでっかいネコを守っている気分にもなるそうです。お風

呂に入っていると、ドアの外で待ち構えて

いるのも「こいつは体が濡れるのに水に入

って大丈夫かにゃあ」と心配しているから

だそうです。 

「ニャルソック」の皆様、今夜も警備よ

ろしくお願いします。（Ｈ） 

 

 

 



3 

 

【ニャルソック２】301024 

近所に、我が家では「シロ」と呼んでいる「※おどっぱす」のネコがいます。 

「白」は自然界では目立ち、敵から狙われやすいので、警戒心が強く気の荒い性格が多

いそうです。「黒」は目立たないので、穏やかな性格が多いそうです。我が家のおはぎも

とても穏やか、ふわりは野良ネコだった子猫時代頃から人懐っこく、家では常に「ヘソ天

（ヘソを天井に向けて寝る、警戒心の全くない姿。野生では一番の弱点である腹をさらけ

出すことはほとんどない。）」状態です。そんなおはぎとふわりは、いつもシロから虐めら

れています。どうもシロは我が家を縄張りだと思っているようです。最近は、おはぎもふ

わりも遠出をしなくなりました。 

先日、帰宅すると急におはぎとふわりの激しいうなり声が聞こえ始めました。姿は見え

ません。声を掛けながら探すと、シロが玄関から逃げていきました。ふわりは隠れていま

した。 

ははぁ。私が帰宅して、急に強気になったな。 

座椅子を見るとびっしょり・・・。ふわりがビビって漏らしていたようです。 

ニャルソック。引退します。（Ｈ） 

※「おどっぱす」意地の悪い 

 

【ネコはこたつで】301215  

童謡「雪」の２番は「雪やこんこ あられやこんこ 降っても降っても まだ降りやま

ぬ 犬は喜び 庭かけまわり 猫はこたつで丸くなる」と歌われています。 

寒くなり、毎朝、おはぎ対ふわりによるファンヒーター天板争奪戦が勃発します。長毛

のふわりが勝利した時は、しばらくすると「ガチャン！」ふわふわのしっぽが空気取り入

れ口を塞ぎます。幾度と繰り返されるヒーターの緊急停止が悩みです。 

 暗くて、狭くて、暖かい、こたつの中は最高の基地と化していますが、熱中症、低温や

けど、脱水、コード噛みによる感電等、注意しないといけないことが結構あります。 

我が家では、こたつの隅を開けておくこと、水分の多いご飯をあげることを意識していま

す。おはぎは「何でこんなにちゅ～るもらえるにゃあ。」と思っているはずです。 

ところで、１番は「雪やこんこ あられやこんこ 降っては降っては ずんずん積もる 

山も野原も わたぼうしかぶり 枯木残らず 花が咲く」でした。歌えましたか？（Ｈ） 

 

 

おはぎ＆ふわり（完全冬毛モード） 
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【ヒョウを飼っていますか？】301216 

 多分、にやけていたんだと思います。お店で猫のカレンダーを眺めていたら、隣にいた

方が話しかけてこられました。「ネコを飼っていますか？」「昨日、正露丸を触ったら、指

をネコが嗅ぎに来て、マタタビをやった時のような興奮した様子だったんです。」「お宅の

ネコは正露丸の匂いに寄ってきますか？」 

 それは興味深い。家に帰って試そうと思いましたが、その前に「ネコ 正露丸」でネッ

ト検索。すると、「正露丸の主成分は消毒薬と同じで、正露丸を飲ませると細菌は死ぬ

が、猫の粘膜細胞も死んでしまうので危険。」という記述が。 

匂いだけでは中毒はないようですが、やめておきたいと思います。早速、隣の方に画面

を見せながら説明しました。  

その後、「だってネコだもの」という週めくりカレンダーを買いました。ここ数年、身

の回りがネコグッズだらけになっています。 

桜井海氏の『おじさまと猫』の２巻を読んでいたら同じような話が載っていました。

「ふくまると暮らすようになってから 私の好みに変化が表れた どうしても猫柄に目が

行く」  …あるあるです。 

ヒョウ柄のおばちゃんたちは、家にヒョウを飼っているに違いない。（Ｈ） 

 

【ゾ～ロリせんせぇ～】301229 

来年の干支はイノシシ。熊本県出身の原ゆたかさんが書いた『かいけつゾロリ』のイシ

シとノシシの出番、「ゾ～ロリせんせぇ～」というアニメ版のなまったしゃべり方が大好

きです。 

設定によると、難しいことを考えるとおならが出る体質で、兄のイシシは右の目と鼻の

穴が大きく、メロンパンが好き。弟のノシシは左の目と鼻の穴が大きく右頬にホクロがあ

り、おにぎりと芋が大好物とのこと。子どもは「おなら」好き。イシシとノシシの連発に

喜んでいたことと思いますが、大人になって読むと、子どもを喜ばせる工夫が随所にされ

ていることに気づきます。本を読むきっかけになった人もいるのではないでしょうか。こ

の機会に読み返してみると良いですね。 

さて、ネコ年がない理由は、ネズミにだまされたからという昔話が有名ですが、お話を

考えた後に干支を決めたとは思えないので、きっと後付けでしょう。干支がつくられたこ

ろの中国ではネコが身近な動物ではなかったからとも言われています。 

チベットやタイ、ベトナム等ではウサギ年がなくて、ネコ年があるようです。（Ｈ） 
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【ニャンだ！】310120  

私の家には黒ネコの「おはぎ」と、八割れの「ふわり」という２匹のネコがいます。私

が帰宅すると、「ニャアニャア」とすり寄ってきます。癒される瞬間です。 

ところで、家ネコはなぜ「ニャア」と鳴くのでしょう。ネコ科のトラやライオンは「ガ

オー」と鳴くし、ネコと骨格が似ている犬は「ワン」と鳴きますよね。ちょっと考えてみ

てください。 

実は、人が赤ちゃんを可愛がっているのを見て、赤ちゃんの泣き声に似せた可能性があ

るという説があります。「お腹がすいた。」とか、「撫でてくれ。」とか、どうやったら要求

が通るのかを考えた末なんですね。あくまでも説の一つです。 

実は私は、子どもの頃にネコにひどく引っ掻かれたことがあり、ネコはあまり可愛いと

は思っていませんでした。 

しかし今、私の回りにはネコに関するものだらけ、モンハンのアイルーにも「おはぎ」

と名付ける始末です。ぜひ、校長室にネコグッズがいく

つあるか数えに来てください。 

ちなみに、愛読書は「猫語大辞典」と「猫語レッスン

帳」。ブログがネコ語になる日が近づいています。（Ｈ） 

 

【サイコロ】310210 

チョコレートの猫のイラストが描かれた缶ケースが欲しくて、某郷土のデパートの特設

チョコレート売り場に行ってしまいました。イラストのネコが、わが家のおはぎ（黒）と

ふわり（八割れ）に見えます。きっとモデルです。妻の職場にも入荷したのですが、売り

切れて手に入りませんでした。 

会場の入り口にはチョコレートでつくられた等身大のくまモンがいました。甘い香りが

漂ってきました。中に入ると当然のごとく女性ばかりでした。一瞬、慌てたミスタービー

ンのような表情になったかもしれませんが、あとは淡々と、にこりともせず、「あった。

これか。」と、いかにも頼まれたような顔で購入しました。久し振りに緊張しました。 

長男からは「お父さんはあんなにネコは嫌いだと言っていたのに。」と言われます。語

弊があります。子どもの頃、近所のネコにかかとに深く爪を立てられたので、「そんなネ

コは好きではない」と言っていただけです。 

「おはぎも時々引っ掻くよ。」違います。机に置かれた紙に書かれたものを見るように

「嫌なことをされた」と一方向から捉えるのが子ども、サイコロ

を見るように「でも、こんなに良くしてもらったこともある」と

立体的なものの見方、考え方ができるのが大人の証です。 

おはぎは毎日、私を癒してくれます。おはぎが引っ掻くのは愛

情表現です。（Ｈ） 
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【家出】310314 

１１日から黒猫の『おはぎ』が家出したまま帰って来ませんでした。普段は外に出ても

すぐに帰ってくるネコです。今回は、まる２日経っても姿が見えません。病気で隠れてい

た時のことを思い出し不安になります。 

１２日は夕方には帰っていることを期待しました。６時頃に帰宅しましたが見当たりま

せん。家の中や周辺を呼びかけながら捜索してもいません。黒猫なので暗闇に紛れ車には

ねられていないか。また病気になり死期を悟って隠れているのではないか。乱暴なシロが

徘徊しているので、家に近寄れないのではないか。良い事は考えません。過去に家を出た

まま帰ってこなかったネコが２匹いますので、大変心配です。 

「どこかで元気にしているに違いない。」帰ってこなかった時のための心の準備に入り

ました。しかし、「明日は平静を装って学校に行けるのか。」 

夜８時頃、窓に猫影が映りました。早速、『ちゅ～る』を与え、撫でまわし、甘やかし

ました。おはぎは私たちの心配を全く気にしていない様子で、「えぇい！もう撫でずとも

良いと言うておるではにゃいか！」と随分引っ掻かれましたが、傷を見て嬉しくなる夜で

した。（Ｈ） 

 

【予防接種】310413 

 今日は「おはぎ」と「ふわり」の予防接種の日だ。病院には約７分で到着、診察開始は９

時。早くかごに入れると「にゃあにゃあ」大騒ぎになる。８時４０分から５０分の間が確保

のゴールデンタイム。カゴの扉は開けたままで準備。昨年、病院に行こうとした時、「おは

ぎ」は流し台の下のドアを開けて隠れていた。機器管理能力が高い。 

ご飯を食べさせ、家から出ないよう撫でたり遊んだりしながらその時を待つ。８時３０分、

「おはぎ」はこたつの中に潜り込む。しめしめ。「ふわり」は隣の部屋に行くためドアを開

けようとするので、捕まえて撫でまくる。まだ騙されている。「今日はやけに待遇が良いな。」

くらいであろうか。 

８時４０分、いよいよその時。「ふわり」を確保、カゴに入れる。「おはぎ」は危険を察知、

台所に逃げる。確保に成功し、カゴに入れようとするが激しい抵抗にあう。カゴの入り口に

足を突っ張り、中に入ろうとしない。数分後、カゴに入れることに成功。車に運ぶが「にゃ

あにゃあ」大合唱。「何てひどいことするにゃあ。」と聞こえる。移動中も「にゃあにゃあ」、

９時前に病院到着。診察までしばらく鳴いていたが、犬が入ってきたことに気付き、沈黙。

危機管理能力は高い。予防接種終了。財布が空になる。飼い主の子ども達２人は「出世払い」

と言う。私が泣きながら帰る。（Ｈ） 
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【怪奇現象】010615 

このような怪奇現象がここ数年続いています。原因が分

からないのですが、診断をお願いします。 

〇新聞を読もうとすると、突然読めなくなります。 

〇お風呂やトイレに入ると、ドアの外に気配を感じます。 

〇頻繁に、足に軽い衝撃があります。 

〇家に帰ると、最初に１、２と数を数えてしまいます。 

〇不定期に、少し動く贈り物が届いています。 

〇寝ていると、急に布団が重くなります。 

〇パソコンで仕事をしていると、ディスプレイに謎の呪文が刻まれていきます。 

〇ゲッ、ゲッと不思議な音が聞こえた後、毛のかたまりが落ちていることがあります。 

〇時々、手足が傷だらけになります。 

〇毎日、車に不思議なマークが残されています。 

〇身の回りが、同じようなモノだらけになっていきます。 

〇長時間の外出が不安になります。 

〇お店に行くと、無意識にカリカリや、ちゅーるのコーナ

ーの前に立っています。 

〇スマホが同じような画像に侵食されていきます。（Ｈ） 

 

【ただいま参上！】010717 

ネコが人間の隣に寝るのは、「人間を守っているから。」という説があります。家の中に虫

が入り込み、朝６時前、寝ている私の顔にとまったようです。「おはぎ」に守ってもらいま

した。私の額は傷だらけ、オロナインの出番でした。次は優しく守ってください。 

エアコン工事の業者の方から「メダカを飼うのがブームだそうですね。」と聞きました。

確かに、雑誌でも特集が組まれています。値段の高いものもいるようですが、田浦中のメダ

カは、江上トミさん（料理研究家、田浦町の名誉町民第 1 号）の実家である、「赤松館」の

横の溝に住んでいた由緒正しき野生のメダカです。８匹からスタートし、今は「がじゃがじ

ゃ」います。 

交流授業参観で来校された小学校のＡ先生から、職員玄関の横の臼にメダカが１匹いる

という話を聞きました。密かに、中学校のメダカ１０匹とホテイアオイを引っ越しさせまし

た。秘密裏に進める予定でしたが、事務室のＩ先生に見つかりました。忍者への道は険しい

です。（Ｈ） 
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【あちゃ～】010910  

田浦中では職員のグループラインを活用して日常の連絡や、全国の不祥事の事案、学校

や教育に関する情報などを共有しています。正しく使えば、有効な情報伝達手段です。 

さて、昨夜は家に私一人とおはぎ・ふわりの２匹でした。寝っ転がっていると、足元に

おはぎがスリスリ。スマホを取り出して、パチリ。ブラシをかけたり、撫でたりして良い

表情を狙ってパチリ。私の足を枕にしている姿や、上目遣いの表情などベストの写真が撮

れました。早速、家族に画像を送りました。すぐに反応があるはずです。 

しばらくするとスマホの画面に田浦中ラインへの着信通知が。「動物は癒されます。」Ｙ

先生からです。「？、遅い時間に何の連絡だろう？」 

誤爆でした。校長としての威厳が…。（Ｈ） 

誤爆（ごばく）：ＳＮＳなどで予定とは別の人やグループに連絡や画像などを送信し

てしまうことを本来の意味から転じて誤爆（ごばく）と言う。普段は厳しいと思われてい

る人物の、優しい面を垣間見ることができるが、送った

本人はとても恥ずかしい。「わざとだよ。」という人もい

るが、断じてわざとではない。スルーするよりも、気の

利いたジョークで返すと悪くない。（田浦中辞典より） 

 

 

【エリザベスカラー】010916  

１０日（木）、「ふわり」が１日見当たりませんでした。外に出たような形跡はないとの

こと。とても心配していました。夜になっても、翌朝になっても帰って来ません。 

９時過ぎ、妻が声を掛けながら探し回ると、押入れの奥の方で「にゃぁ」か細い鳴き声

が聞こえたとのこと。抱きかかえると、噛みつかれるのではないかと思うくらいの大声で

鳴いたので驚いて離しそうになったそうです。ご飯を食べてからまたいなくなりました。 

夜になりましたが、帰って来ません。車にはねられていないかが心配です。２２時過

ぎ、外に出た長男が見つけました。「ふわり」と声を掛けたところ、出てきたそうです。

右足の付け根付近が血だらけでした。朝、妻が抱きかかえた時に鳴いたのは、傷に触って

しまったのかもしれません。ネコは大きなけがをしたり、命が終わりに近づいていると感

じると、安全なところに隠れるそうです。よくぞ出てきてくれました。 

１１日（金）、動物病院で検査。かなり傷口は大きく、膿が一度破裂したような跡があ

ったそうです。数日前に、朝から近所の白猫に追われ、毛が随分落ちていたことがありま

した。叫ぶような鳴き声も聞こえました。その時にけがをさせられたようです。数針縫っ

てその日は入院。翌日、傷口を舐めないように「エリザベスカラー」をつけられて退院し

てきました。かなり不満そうな表情でした。ひげセンサーが働かないので、あちこちにぶ

つかりながら家の中を歩き回っています。「外してくれにゃー」連発です。 

治療費は家族で割り勘だそうです。生きていたからこそ笑い話になります。（Ｈ） 
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【お許し】011027 

ふわりが毎度のごとく、近所のシロネコに追い詰められていました。前回、あれだけの

ケガをさせられたのに、家のドアが開くやいなや懲りずに脱走、そしてシロと遭遇、追い

詰められ、攻撃されるの繰り返しです。今日も脱走後に争う声が聞こえたので急いで救出

に向かうと、溝に落ちてシロから逃げていました。体はびしょ濡れです。 

家に入ろうとするところを捕まえ、そのままお風呂に連れ込みました。猫用シャンプー

で洗い、シャワーをかけるととても不満そうな顔。怒りの攻撃を仕掛けてきます。こちら

も慣れたもので引っかかれないように服を着たままのシャワー。タオルとドライヤーで乾

かしますが抵抗は続きます。シロにはあんなに弱腰なのに。 

耳の後ろにシロから引っかかれた跡を確認、ひどくならないと良いのですが。とりあえ

ず軟膏で治療。自分でなめることができない位置なので大丈夫です。 

乾燥がだいたい終わり、放つと別の部屋に逃げていきました。しばらくたって、ご飯に

出てきましたが、私と目が合うとすーっと移動。警戒したままです。危害を加える者と助

けてやった者の区別がつきません。目が合うと移動、立ち上がると移動。数時間はこの状

態が続きました。 

夕方、いつもよりデラックスなネコ缶を買ってきました。しっかり食べています。夜、

ついに「なでろ！」とやって来ました。やっとお許しがもらえました。（Ｈ） 

 

【文化祭まで１０日間】011101 

 ３年生の共通テストが終わり、文化祭まで残り１０日となり

ました。昔は、５・６時間目と放課後は部活も休み、時間が足

りなければ日曜もグループごとに登校して文化祭準備などとい

う時代もありましたが、今は決められた時間の中で工夫して取

り組んでいます。文化祭準備期間中の放課後も部活動あり。普

段の授業での取組をしっかりお見せする。合い言葉は「でけたしこ。」です。 

今日から３年生も文化祭準備の追い込みです。とはいえ、文化祭までの登校日は今日を

入れて５日間。県駅伝大会出場のメンバーは、その内の２日間は大会で不在です。１日１

日が貴重です。 

美術担当のＭ先生から、「先生方も出展してみませんか。」という呼びかけがありました

ので、段ボールを使って『県駅伝大会男女出場を記念したランニングシューズ』を作るこ

とにしました。ブランド名を何にしようかと思いましたが。『ＫＡＮＹＡＫＵＲＩ‘Ｓ

（かにゃくり’ず）』、シューズ名は「ＮＹＡＮＳＯＫＵ（にゃん足）」とどこかで聞いた

名前です。正面から見るとネコが舌を出した顔、靴底は肉球仕様にしています。 

今日から１１月、文字通り霜が降る「霜月」です。朝夕は随分冷え込むようになりまし

た。学校も今日から衣替えです。帰った今日もまた「扇風機を片付けて。」、「部屋のイン

テリアたい。」の攻防が待っています。（Ｈ） 
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【芦北町文化祭】011102 

息子がドアを開けた隙に、ふわり脱走。今日は８時半から芦北町の文化祭。芦北相撲甚

句会とオオルリ・コールの発表には間に合わせないと。 

いつもの草むらで発見、中に入って捕まえようとするが奥に走り去る。家の中では近く

に寄ってくるのに、外では必ず逃げる。「イヌならとうに来とるぞ。」と言いながら帰宅す

る。ズボンは雑草の種だらけ。そこはシロの縄張り、やられるのは目に見えている。 

あきらめて着替えていると、窓の外にネコ影。珍しくすぐに帰ってきた。着替えを済ま

せ『しろやまスカイドーム』へ。到着すると運良く駐車場も空いている。車から降りよう

とするがカギがない。もう時間がない。あちこち探してシートの下から発見。 

オープニングセレモニーは田浦祝い唄保存会による「祝いめでた」と芦北町吹奏楽団に

よる演奏。開会行事の後はステージ発表開始、芦北相撲甚句会とオオルリ・コールの発表

を見て、いったん学校へ。文化祭と学校訪問の準備をしていると、ＹＹ先生と娘みこちゃ

ん登場。「ママがわすれものをした。」とのこと。 

午後は養老孟司氏の講演会、満席で椅子を追加。演題は「ヒトの見方」。人間をノイズ

ととらえる時代に生きる子どもたち。人間の情報化・数値化への違和感について考える。 

終了後はあしきた映画ふるさと上映会「ふたりの空」、本校卒業生のＵＨさんも大事な

役で出演。帰宅してブログを書いて文化的な１日終了。（Ｈ） 

 

【雑記】011216 

修学旅行の復習問題を採点して、金剛力士を作った鎌倉時代の仏師は？の問いに、一番

多かった解答は「空海」。清水寺本堂入り口の鉄下駄と錫杖の持ち主は？の問いに一番多

かった解答は「聖徳太子」。「清水の舞台～」を使って文章を作りなさいに対し、生徒の解

答は「私は清水の舞台から飛び降りた。」、「私は清水の舞台から飛び降りて宿題を出さな

かった。」、「私は清水の舞台から飛び降りてテストを受ける。」などなど。 

２１万６３２５票の中から、今年の世相を表す漢字に「令」が選ばれました。２年生も

の正解者はＴくん１人でした。２位は「新」、３位は「和」だそうです。 

 スマホの画像フォルダを開いてみると…。気になった新聞記事、駅で撮影したおれんじ

鉄道や新幹線の時刻表、ショッピングセンターでどこに停めたか忘れないための駐車場と

車、出張等で泊まったホテルの外観と部屋のナンバー

が入ったカギ、ほとんどメモ帳代わりです。あとは学

校の花、メダカ、そして大量の猫の写真と動画。野良

猫の画像も多数。 日曜は撮りためた我が家の「おは

ぎ」と「ふわり」の画像を整理して過ごしました。

「おはぎ」は凜々しいのに、「ふわり」はおもしろ画

像しかないことに気づきました。（Ｈ） 
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【猫のいる暮らし１／５】011226 

私のスマホは「おはぎ」と「ふわり」の画像と動画で圧迫されています。いつからこう

なったのでしょう。 

勝手に家の中に入ってくるし、引っ掻くし。呼んでも来ないし。実家でも猫を飼ってい

た頃があったそうですが、あまり記憶として残っていません。 

６年前に猫と暮らすようになり、猫について完全に私の中でリフレーミングがされまし

た。身の回りは猫グッズだらけです。特に黒猫と白黒のハチワレの猫グッズがたくさんあ

ります。長男からも「お父さんは、猫はそんなに好きじゃない。と言っていたのにね。」

と言われます。記憶にございません。 

長男が大学３年生の頃、猫を引き取って良いかという電話を掛けてきました。実は、我

が家では猫を飼う予定はありませんでしたが、高校生の頃に田浦から高校に通っていた長

男が、八代に住むいとこが拾ってきた、生まれたばかりの子猫を数日で亡くしたという経

験をしていたため、飼いたいという気持ちが分かり認めることにしました。 

仕事を終えて長男のアパートに行くと真っ黒な子猫がいました。その姿から「おはぎ」

と名付け、その日のうちに水俣に連れ帰り一緒に暮らし始めました。 

半年ほど経った頃でしょうか、シャム猫とタヌキが混ざったような白と茶色のとても汚

れた子猫が迷い込んできました。ノミだらけで捨て猫のようです。「おはぎ」で猫と暮ら

すハードルが下がったので、お風呂に入れきれいにして、病院に連れて行き、「こむぎ」

と名付けて暮らし始めました。 

猫が寄りつきやすい環境になったのでしょうか。同じ頃、白黒の模様の野良猫が家に遊

びに来るようになりました。牛みたいな模様だったので、我が家では「うしちゃん」と呼

んでいました。しばらくして、小柄な八チワレの野良猫も見かけるようになりました。

「うしちゃん」に似ていたので、「こうしちゃん」と呼びました。 

次男が高３の５月頃、家を訪ねてくる「こうしちゃん」のおなかが大きくなっているこ

とに気づきました。次男が箱を用意し、その中で３匹の赤ちゃんを産みました。野良猫で

すが放置はできないので、子育てができるようなスペースを作り、長毛のハチワレを「ふ

わり」、短毛のハチワレを「こうしちゃん」にそっくりな子猫なので「こうしのこ」から

「ここちゃん」、黒猫を「くろちゃん」ととりあえず呼ぶようにしました。 

しばらくすると走り回れるまで成長しており、人が近づくと警戒してダッシュで逃げて

いました。その中で、「ふわり」は自分から足下に寄ってくる人懐っこい性格でした。 

ある日、次男が「こうし」と３匹の中で一番小さい「くろちゃん」が亡くなっているこ

とに気づきました。泣きながら一人で埋葬したそうです。すでに家には「おはぎ」と「こ

むぎ」の２匹がいるため無理かと思いましたが、我が家を選んで寄ってきたのだと思い、

残された「ふわり」と「ここちゃん」も一緒に暮らすことにしました。 

「ふわり」は前からいたような顔で生活を始めましたが、「ここちゃん」は警戒して馴

染むまで時間がかかりました。３人と４匹の暮らしが始まりました。（Ｈ） 
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【猫のいる暮らし２／５】011227 

人と同じように、それぞれの猫に個性があります。隣の人と自分が全く同じだったらつ

まらない。違うからこそ面白い。「みんな違ってみんないい。」 

「おはぎ」は凜々しい猫に成長しました。特にウ○チの時は、黒豹かと見間違う凜々し

さです。名前を呼ぶと近くに寄ってきます。ご飯もカリカリはあまり好きではなく、餌入

れに入れると寄ってきますが、「これじゃないでしょ。」という顔をして見つめ、柔らかい

ご飯を要求します。ちゅーるが大好物です。一度、いなくなったと思ったら、ひどい黄疸

が出て弱った状態で発見、病院に通ったことがありましたが、今は至って元気です。 

「こむぎ」はだんだん食べては寝る、大きなぐうたら猫に成長しました。予防注射な

ど、病院に連れて行こうとすると察知して、その時だけは素早く逃げます。「ここちゃ

ん」が好きで、いつもあとをついて回っていました。家を出てから数年になります。 

「ふわり」はとにかく人懐っこい猫です。家の中では完全にリラックス、ヘソ天で寝て

いる姿が基本です。書き切れないのでまた紹介します。 

「ここちゃん」は唯一の雌猫です。小柄でおとなしく、きょうだいの「ふわり」とはい

つもべったり、よく２匹で抱きついて寝ていました。あまり人慣れしない猫でした。 

一度、大ケガをして帰ってきました。何日も病院に通い傷は治ったのですが、その後、

家を出たまま帰ってきていません。 

「こむぎ」も「ここちゃん」も家を出たあと、道路の隅も含め探し回りました。発見し

ていないのが家族にとっては少し楽なところです。 

「出会いは偶然、別れは必然」と言います。猫の寿命を考えると「猫と暮らす」と言う

ことは、いつかは「猫と別れる」と言うことなのですが、普段はそんなことは頭から消え

ています。必ず明日が来るものと思っています。 

時が経ち心の整理がつきました。写真を見ても今は楽しい思い出ばかりです。突然「ご

飯くれにゃ。」と帰ってこないかなとちょっと期待しています。 

この頃は、長男も大学を卒業し帰ってきていましたので、３人と２匹の暮らしでした。

複数の猫と暮らしている家庭の例に漏れず、帰宅したらまず、「おはぎ」、「ふわり」と声

を掛け、みんないるかを確認するのがお約束です。（Ｈ） 

ここ→こむぎ→おはぎ 

ふわり＆ここ→ふわり 
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【猫のいる暮らし３／５】011228 

昨年６月の人権集会でこんな話をしました。 

私の座右の銘は「知行合一」と、子どもの頃から母に言い聞かされた「人にはようせん

ば（人には良く接しないといけない）」の２つです。迷ったときは、必ずこの言葉に従っ

て行動するようにしています。 

１７日（日）、夕方５時過ぎに帰宅する庭先にかなり弱った状態の茶トラの子猫がいま

した。とても人を警戒している様子でした。親猫の姿も見当たりません。野良猫の厳しさ

です、育たない子どもと判断されたときに親から捨てられることもあるそうです。 

こんな時に「命を絶えさせてはならない」と思いませんか。「何とかできないか」と心

が動きませんか。この、心が動くということが大事だと思います。「助けるべきだと知っ

ているのに、助けないのはあり得ない。」当然、環境が違いますから保護できる家とでき

ない家があります。野生では育たなくとも、人の力なら育てることができます。家族に聞

いても同意見になることは分かっています。私は保護することにしました。 

夜にネコミルクを買いに行き、寝るところを整えました。朝方は、長男の布団に入って

きたそうです。ガリガリにやせ細っていましたが、ご飯も食べ、１８日（月）の夜は歩き

回れるようになって一安心しました。膝の上に乗ってきたりもしました。撫でるとかわい

いゴロゴロが聞こえます。明日は病院に連れて行くことができます。名前は「きなこ」と

付けました。先住の「おはぎ」と「ふわり」が受け入れてくれるかなと、３匹との楽しい

生活をみんなで想像していました。帰ってきたときに驚かせようと、熊本に住む次男には

あえて連絡をしないことにしました。 

１９日（火）の朝早くは歩き回っていたのに容態が急変、不安なまま出張に向かう新幹

線の中で、妻からのメールを受け取りました。８時に天国に召されました。出張から帰

り、「こむぎ」の墓参りに行きました。 

一所懸命に動いても、結果どうにもならないこともあります。無関心を装い、見ない振

りをした方が自分自身には楽だったかもしれません。いじめの問題でも同じようなことが

言えないでしょうか。今は体が動かなくとも心は動かしてほしい。次は体が動きます。 

ネコも一度きりの記憶を「思い出」として持っているそうです。家族３人で、自分の信

じる方に心を動かし、「きなこ」に最後の一日を幸せに過ごさせることができて良かった

という話しをしました。 

命はとても大切です。（Ｈ） 
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【猫のいる暮らし４／５】011229 

「ふわり」のことを話します。「ふわり」は世界で一番素晴らしい猫です。（もちろん

「おはぎ」もです。）野良だった子猫時代頃から人懐っこく、網戸を引っ掻いて、家の中

に入れてくれと言うような要求もしていました。 

家では常に「ヘソ天（ヘソを天井に向けて寝る、警戒心の全くない姿。野生では一番の

弱点である腹をさらけ出すことはほとんどない。）」状態です。撫でられるのが好きで、１

２月初めの休みの日は１時間くらい撫でさせられました。もちろん、おなかを撫でられる

のも平気です。 

のどを撫でると、ゴロゴロ音が心地よい。人間を癒やす効果もあるそうです。仕事の疲

れを毎日癒やしてくれています。「ふわり」が元気でいてくれるだけで満足です。 

立っていると足にがんがんぶつかってくる当たり屋。自分の物だと匂いを付けていると

も、撫でてなどの要求をしているとも言われます。自分から当たってきたくせに損害賠償

を要求するワルニャン。カリカリをあげたり撫でたりしています。 

寝ようとすると、「おはぎ」はふとんの足下の方に乗り、「ふわり」は妻のふとんの中に

入ってきます。ご飯をあげているのは私なのに、妻の方が好きなようです。なんだか納得

いきません。飼い猫のオスは特に「赤ちゃんモード」になりやすく、親といるような安心

した気分だそうです。 

時に「親モード」で、無防備で寝ているでっかいネコを守っている気分にもなるそうで

す。お風呂に入っていると、ドアの外で待ち構えているのも「こいつは体が濡れるのに水

に入って大丈夫かにゃあ」と心配しているからだそうです。トイレにも侵入し、マットで

寝っ転がって守ってくれます。「ニャルソック」の皆様、警備をよろしくお願いします。 

ご飯はカリカリが大好き。「ふわちゃんご飯。」と呼ぶと走ってきますが、それがちゅー

るだと去って行く珍しい猫です。 

イラッとしたときはカリカリを一口食べ、床をガリガリするのがルーティーンです。 

近所に、我が家では「シロ」と呼んでいる「おどっぱす」のネコがいます。「白」は自

然界では目立ち、敵から狙われやすいので、警戒心が強く気の荒い性格が多いそうです。

「黒」は目立たないので、穏やかな性格が多いそうです。「おはぎ」と「ふわり」は、い

つも「シロ」から虐められています。 

ある日、帰宅すると急に「おはぎ」と「ふわり」の激しいうなり声が聞こえ始めまし

た。姿は見えません。声を掛けながら探すと、シロが逃げていきました。「ふわり」は隠

れていました。ははぁ。私が帰宅して、急に強気になったな。座椅子を見るとびっしょり

…。「ふわり」がスプレーをしたようです。今日でニャルソックを引退します。 

来年春にはまた、夫婦２人と猫２匹の暮らしが始まります。先日、息子と「おはぎ」と

「ふわり」は何歳になったかなぁ。という話を何気なくしました。あとどのくらい一緒に

暮らせるかなぁ。「おはぎ」と「ふわり」が長生きしてくれるのが家族にとって一番の願

いです。今日も全力で甘やかします。（Ｈ） 
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【猫のいた暮らし５／５】011230 

１２月１１日（水）、昨夜も妻のふとんに潜り込み、朝はカリカリを食べたらファンヒ

ーターの上がベストポジション。今日も「ふわり」は相変わらずです。修学旅行は班別自

主活動の日。いつものように「おはぎ、ふわり行ってきます。」と声を掛け、出勤しまし

た。昨日と同じが一番幸せです。 

仕事を終え帰宅「おはぎ」も「ふわり」も帰宅するや否や「ご飯をくれにゃ。」とつい

て回ります。私はご飯をくれる人、撫でてくれる人というポジションのようです。 

夜８時半頃、「ふわり」は外に出る息子がドアを開けようとした瞬間をねらって脱走し

ようとしますが、あえなく確保され家の中に連れ戻されました。今夜は妻も帰宅が遅くな

る日、一人と２匹でしばらく過ごします。 

息子が外出し１０分も経たない頃、突然、「ふわり」が叫ぶような鳴き声をあげ苦しみ

出しました。目がまん丸になり、口が開き。抱きかかえたまま動物病院に電話を掛けまし

たがつながらず、「ふわり」は１～２分の内に息を引き取りました。 

何が起こったのか、頭の中が真っ白なまま、家族４人にメールを入れました。みんな冗

談で、続けて変な格好で寝っ転がっている画像が送られてくるかと思ったそうです。 

長男、妻が相次いで帰宅し、ぐったりとなった息をしない「ふわり」を抱きかかえて声

を掛けました。自分が保護した猫です、次男は電話の先で泣きじゃくっていました。 

しばらく経ち、汚したところをお湯で洗い、ドライヤーで乾かし、ブラッシングをし、

３人で言葉を掛けながらお別れの準備をしました。暖かいところが好きな「ふわり」を寒

いところに置くのは忍びなかったけれども、遺体が痛まないように保冷剤と一緒に安置し

ました。ふとんの「ふわり」のいつもの場所は空けておきました。思い出すと眠れません

でした。「ふわり」のいる暮らしが突然終わるとは、納得できませんでした。 

１２日（木）、いつもの風景がありません。冷たくなった「ふわり」を撫で、声を掛け

仕事に出ました。仕事が終わってからすぐに、「ふわり」大好きなカリカリを買って帰宅

しました。いつものよりもずっと高級なカリカリです。長男も仕事を終えすぐに帰宅し、

義母と３人で埋葬しました。最後にもう一度ブラシングし、息子と２人で抱きかかえた

後、土をかけました。申し訳なかったけれども、その後、修学旅行の出迎えには行く力が

ありませんでした。 

あまりにも突然で、「ふわり」自身も今頃「ここはどこにゃ？」と不思議がっているか

もしれません。たぶん、妖怪「ふわにゃん」となって近くにいるはずです。 

家族のスマホはやんちゃな「ふわり」の画像で一杯です。たった５年半でしたが、楽し

い時間をくれた「ふわり」には心から感謝しています。 

最後の夜は、私は修学旅行で京都にいる予定でした。き

っと「ふわり」が引き留めたのでしょう。「ふわり」が天国

に行くときに、ひとりぼっちにさせなかったことが私たち

の心の救いです。（Ｈ） 
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【明日ありと】011231 

今日は１２月１４日、招福餅つきの日です。私にとっての招きたい福は、残された「お

はぎ」が元気で長生きしてくれることです。「ねこのいるくらし」を文章にし、写真を整

理し、待ち受け画面に設定し、だんだん心が平穏になっていきます。午後から長男と「ふ

わり」のお墓の周りに花を植え整備をしました。喜んでくれていると思います。「おは

ぎ」は今まで以上に甘やかされ、撫で回され、写真を撮られ。「急に何でにゃ？」という

表情です。 

今年、義父の初盆で次のような法話を聞きました。 

親鸞聖人が 9 歳で仏門にはいる決心をし、夜に天台座主の慈円僧正を訪ねたとき、「時

刻も随分遅いし、疲れているでしょうから、明日の朝に得度の式をしましょう。」と言わ

れたそうです。その時、幼い親鸞聖人が、返事として「明日ありと思う心の仇桜 夜半

（よわ）に嵐の吹かぬものかは」という歌を詠まれたそうです。 

平成２８年の今日、父が脳梗塞で倒れてから丸３年が経ちました。前日の３０日、私は

次男を熊本市のアパートまでに迎えに行っており、帰りに実家に寄ろうとも考えたのです

が、随分遅くなったため、「どうせ元日には田浦に行くから、今日はそのまま水俣に帰ろ

う。」という話をしながら、田浦ＩＣを通過しました。 

翌３１日、母から「父の様子がおかしい、反応がない。」との電話がありました。私

は、すぐに救急車を呼ぶように伝えました。 

 『何かあったら救急車』平時はそう考えるのですが、緊急時は動転して『まずは子ど

も』となってしまうようです。妻の父が倒れた時も、義母が最初に電話したのは自身の息

子でした。同じように「すぐに救急車！」と言ったようです。 

搬送された水俣医療センターでは、明日はどうなるか分からないような状況でした。そ

の後、最悪の事態は脱しました。それから３年、芦北町の病院に入院中です。 

虫の知らせでしょうか、３０日はいつになく実家に帰った方が良いような気がしていま

した。「明日ありと」思ってしまった自分の判断を後悔しました。 

以降、母のところには用はなくとも「生きとっか～い。」と息子なりの愛のある言葉を

掛けながら行くようにしています。 

今年の２８日も帰省した息子と顔を見せに行きました…。（Ｈ） 
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【ネコの日】020222 

 今日、２月２２日は「ニャンニャンニャン」でネコの日です。ちなみに、9 月 29 日は

「来る福」で招き猫の日、１１月１日は「ワンワンワン」で犬の日だそうです。 

ネコの日は世界各国で制定されており、ロシアが３月１日、イタリアが２月１７日、ア 

メリカが１０月２９日、国際動物福祉基金（通称ＩＦＡＷ）が定めた『世界ネコの日

（International Cat Day、World Cat Day）』は８月８日。その日にした理由は不明で

すが、イエネコから野生のヤマネコまで、ネコの保護について考える日とされています。 

アメリカが８月１７日、イギリスが１０月２７日、イタリアが１１月１７日など色々な

国に「黒猫の日」がありますが、黒猫は不吉と考えられ虐待された歴史があるため、理解

を図ろうという理由で制定されたようであまりうれしいことではありません。今でも、保

護施設にいるネコの多くは黒猫。写真写りが悪い、インスタ映えしないなどと言う身勝手

な理由で捨てられることが多いと聞きます。許せないことです。 

黒は自然界では隠れやすい色なので、外敵に襲われることが比較的少なく、穏やかで甘

えん坊が多いそうです。うちの「おはぎ」も甘えるのが仕事です。今日も「いい仕事して

ますねぇ～。」 

黒猫を飼いだすと、見分けがつくようになります。黒猫はどの子もかなりそっくりなの

に、うちの子が一番かわいいと思ってしまいます。世の中には黒猫グッズがやけに多いこ

とにも気づきます。そして、身の回りが黒猫だらけになっていきます。昨年のクリスマス

には妻に「おはぎ」にそっくりな黒猫と、「ふわり」のようなハチワレ猫のぬいぐるみを

買いました。確かに魔法が使えるようです。（Ｈ） 

 


